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１１/２１（金）ヤンゴン市内の２大学で調印式を実施 

ミャンマーでイオン  スカラシップ（奨学金制度）をスタート 
 
 
 一般財団法人イオンワンパーセントクラブ（理事長 林直樹、以下、当財団）は、ミャン
マー連邦共和国（以下、ミャンマー）において本年度よりイオンの奨学金制度「イオン スカラ
シップ」を開始します。当奨学金制度開始にあたり１１月２１日（金）、ヤンゴン経済大学、
ヤンゴン外国語大学の２大学において「イオン スカラシップ」調印式を実施します。 
 
 「イオン スカラシップ」は、次代を担うアジアの大学生・大学院生の夢の実現に向け
て、学業支援を目的に２００６年よりスタートしました。これまでに支援した大学は、今回の
２大学を含め、日本、中国、タイ、ベトナム、インドネシア、カンボジア、ミャンマー
７ヵ国３４校で、支援学生数はのべ３,８４１名となります。卒業生は日本と母国の架け橋
となり、それぞれの専門分野で活躍しています。このたび開始するミャンマーにおいても、
奨学生が学生生活を通じて見識を広げ、自らの将来を思い描き、志高く学業に励まれてい
くことを願っています。 
 
当財団はミャンマーにおいて、これまでにイオン スカラシップのほか、学校建設支援、

ティーンエイジ・アンバサダー（高校生相互交流）事業などを継続的に実施しています。 
 
これからも、次代を担う若者の「夢のある未来」の実現を応援するとともに、日本と

アジア各国との架け橋となる活動を行ってまいります。 

 

 

記 

 

１．日時および場所：１１月２１日（金） 

          （１）１５：００～ ヤンゴン外国語大学 
（住所 University Avenue Kamayut Yangon 11041, Yangon  

Region, Myanmar） 

          （２）１６：３０～ ヤンゴン経済大学 
（住所 Kamayut Yangon 11041, Yangon Region, Myanmar） 
 

２．主な出席予定者：（１）ヤンゴン外国語大学での調印式 

ヤンゴン外国語大学学長           Dr. Lwin
ル イ ン
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一般財団法人イオンワンパーセントクラブ理事長   林 直樹 

（２）ヤンゴン経済大学での調印式 

                 ヤンゴン経済大学学長              Dr. Khin
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一般財団法人イオンワンパーセントクラブ理事長  林 直樹 

 

以上 

 

 

 



ご参考 ミャンマーでの取り組みについて 

【災害緊急支援】 

２００８年に発生したミャンマー中南部での大型サイクロン被害への緊急支援金として、在日本 

ミャンマー連邦共和国大使館へ緊急災害復興支援金１，０００万円を、さらに被災地へ蚊帳などの

支援物資を届けました。 

 

【学校建設支援事業】 
ミャンマーの地方都市では校舎のない学校で勉強している子どもたちが大勢います。子どもたちへ

学びの場を提供するために学校建設支援を実施し、２０１３年３月には１校目となる「イオン ガン

ゴースクール」の開校式を開催しました。開校式にはミャンマーの子どもたちと保護者の皆さまに

加え、日本から歌手の由紀さおりさん、安田祥子さん、オリンピックで活躍した新体操選手など

約１００人の方々にご参加いただき、新しい校舎の完成を祝い、交流しました。２０１５年までの

３ヵ年で３５校の建設を予定しており、２０１４年１１月現在２１校を建設しました。 

 

 

 

 

 

  

 

                 

 
【ティーンエイジ・アンバサダー事業】 

アジア各国の高校生が相手国の文化や歴史に触れ、多様な価値観を受け止め、相互理解を深める

ティーンエイジ・アンバサダー事業を２０１３年より開始しました。日本の沖縄尚学高校と  

ミャンマーのダゴン高校、カマユ高校の学生、計４０人が相手国を相互訪問し、授業体験や  

ホームステイを通じて友好を深めました。 

 

 

 

 

 

                    

 

 

【イオン・ユニセフ セーフウォーターキャンペーン】 

アジアの子どもたちへ安全な水を届けるために、全国からお寄せいただいた募金に当財団からほぼ同額

拠出金を合わせ、公益財団法人日本ユニセフ協会、ミャンマーユニセフを通じて支援をしています。  

この取り組みを今年度よりミャンマーで開始し、子どもたちが暮らす町や村に給水施設を設置すること

で、年間約１５,０００人の方々がきれいな水を利用できるようになります。 

 

【植樹活動】 
当財団が支援する公益財団法人イオン環境財団は、２０１３年よりミャンマー環境保全森林省と

ともに「ミャンマー ヤンゴン植樹」に取り組んでいます。３ヵ年で２０,０００本を目標に、ヤン  

ゴン市郊外にあるフージー湖周辺の森林の再生、水源涵養機能の回復をめざします。１年目は５００

人のボランティアの方々と６,０００本を、今年７月には１,０００人のボランティアの方々と８,０００

本の木を植えました。 

現地子どもたちによる歓迎の舞 子どもたちにお手玉を教える日本人参加者 

沖縄尚学生よりミャーエー大臣にプレゼント贈呈 民族衣装ロンジーを着て伝統舞踊に挑戦 


